第６章　圏域について

[bookmark: _Hlk205824819]意見交換会で、「大阪では、生活圏や経済圏が行政の単位と整合しておらず、圏域のマネジメントをどのように考えるかについて議論が必要」といった意見があったことを踏まえ、副首都の範囲（副首都圏）について議論することとした。圏域については、大阪府域をはじめ、府域内や府域を超える都市圏、さらに京阪神エリアや関西エリアなど、様々な形が考えられるが、「日本の都市圏の設定基準」（金本良嗣氏、徳岡一幸氏）による「市町村単一中心」の考え方（P57「中心都市及び郊外市町村の考え方」）を参考に、人口密度の高い中心都市に対し通勤率10%以上となる市町村を都市圏として設定し、３大都市圏の比較分析を行った（６―１図）（６―２図）。
　
【大阪都市圏】
大阪都市圏は、大阪市を中心に、大阪府内のほぼ全域と、兵庫県、京都府及び奈良県の一部を含むエリアで形成される都市圏である。近郊の政令市である神戸市や京都市とは別に都市圏を形成している。
大阪市から、隣接する北大阪や東部大阪、堺市などに人口や産業等の集積が拡がる構造となっているが、東京都市圏ほどには中心都市（大阪市）への集中はみられるわけではない。事業所については、大阪市を中心に、堺市や東部大阪、北大阪、兵庫県尼崎市などに集積が拡がっている。
交通の大きな流れを把握できる拠点ごとの人の動きを見ると、大阪都市圏は圏域外の他府県よりも人の動きが密になっており、大阪市を中心に一体的な都市圏が形成されている。
生産年齢人口比率については、大阪市と北大阪、東部大阪などで全国平均を超えている。
大阪市内の事業所数を100とすると、神戸市は24、京都市45となり、関西３都市圏の中でも大阪市への集積が高い。

【名古屋都市圏】
名古屋都市圏は、名古屋市を中心に、愛知県西部を主にカバーする都市圏となっている。
多くの指標で、中心都市である名古屋市に集積する構造となっているが、東京都市圏ほどの高い集積ではなく、郊外市町村との格差は比較的小さい。

【東京都市圏】
東京都市圏は、特別区を中心に、１都４県にまたがる広大な都市圏となっている。
人口、GDP、産業、通勤、地価など、いずれも特別区に突出した集積があり、総じて郊外市町村から経済や雇用の中心地である特別区に向けて集積が高まっていく構造を示している。


[image: ]中心都市及び郊外市町村の考え方







６－１図　３大都市圏の特性
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出典：総務省「国勢調査（2020）」をもとに副首都推進局で作成

６－２図　３大都市圏の比較分析
（１）人口関係
（１－①）人口の状況（常住人口、人口集中地区）
[image: ][image: ]

出典：総務省「国勢調査（2020）」をもとに副首都推進局で作成
　　　国土地理院「人口集中地区」地図を副首都推進局で加工

（１－②）人口の状況（2020年から2045年の間の人口増減）
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出典：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（2018年推計）」をもとに副首都推進局で作成
　　
　（１－③）人口の状況（昼夜間人口比率）
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[image: グラフ, 箱ひげ図

AI によって生成されたコンテンツは間違っている可能性があります。]




出典：総務省「国勢調査（2020）」をもとに副首都推進局で作成


（１－④）人口の状況（生産年齢人口比率）
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出典：総務省「国勢調査（2020）」（不詳補完値）をもとに副首都推進局で作成
　　　生産年齢人口比率：（生産年齢人口÷総人口）×100

（２）経済・雇用等関係
（２－①）経済の状況（第１次、第２次、第３次産業の事業所数の比較）
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（全国値）
　　　第１次産業      42,442事業所（0.8％）
　　　第２次産業　　　899,617事業所（17.4％）
    第３次産業　4,213,988事業所（81.7％）





出典：総務省「令和３年　経済センサス活動調査」をもとに副首都推進局で作成


（２－②）経済の状況（製造業の事業所数、従業者数）
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出典：総務省「令和３年　経済センサス活動調査」をもとに副首都推進局で作成

　　　（２－③）経済の状況（卸売業、小売業の事業所数、従業者数）
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出典：総務省「令和３年　経済センサス活動調査」をもとに副首都推進局で作成

（２－④）経済の状況（情報通信業の事業所数、従業者数）
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　　　出典：総務省「令和３年　経済センサス活動調査」をもとに副首都推進局で作成

（２－⑤）経済の状況（金融業・保険業の事業所数、従業者数）
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出典：総務省「令和３年　経済センサス活動調査」をもとに副首都推進局で作成

（２－⑥）経済の状況（学術研究、専門・技術サービス業の事業所数、従業者数）
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出典：総務省「令和３年　経済センサス活動調査」をもとに副首都推進局で作成

（２－⑦）経済の状況（事業所建物、オフィス系・オフィス複合系建物の数）
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出典及び定義は、次ページ参照

（２－⑧）経済の状況（商業系建物・商業複合系建物の数）
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出典（P62も含む。）：「RESAS」より、株式会社ゼンリン「建物統計データ」（2022年）を副首都推進局で加工
建物の定義：１つの建物に１つの事業所・・・事業所建物
　　　　                          １つの建物に複数の事業所・・・オフィス系の建物または商業系の建物（比率の多い方でカウント）

（３）日常生活関係
（３－①）中心都市（大阪市・名古屋市・特別区域）への通勤割合
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      出典：総務省「国勢調査（2020）」をもとに副首都推進局で作成
通勤率：中心都市を従業地とする就業者÷当該市町村を常住地とする就業者

　　　（３－②）朝の通勤・通学時間帯の電車の混雑状況

















[image: テキスト が含まれている画像

AI によって生成されたコンテンツは間違っている可能性があります。]

出典：国土交通省鉄道局都市鉄道政策課「都市鉄道の混雑率調査結果」（令和４年度実績）

　　　（３－③）雇用者の通勤時間中位置
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出典：国土交通省「平成30年度住宅・土地統計調査」をもとに副首都推進局で作成

　　　（３－④）地価の状況（商業地市町村平均価格）
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出典：国土交通省「令和５年地価公示」をもとに副首都推進局で作成
　　　欠損値があるのは、商業地の調査地点がないケースがあるため




（３－⑤）地価の状況（住宅地市町村平均価格）
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出典：国土交通省「令和５年地価公示」をもとに副首都推進局で作成


　　　（３－⑥）納税義務者一人あたり課税所得
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出典：総務省「令和４年度市町村課税状況等の調」をもとに副首都推進局で作成
　　　課税対象所得÷所得税納税義務者数で計算（単位：千円）




（３－⑦）一人あたり課税所得と住宅地価格の関係
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出典：総務省「令和４年度市町村課税状況等の調」、国土交通省「令和５年地価公示」をもとに副首都推進局で作成

　　　（３－⑧）日常生活の利便性（「医療」サービス徒歩圏（800ｍ）内の人口割合）
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出典：国土交通省「都市モニタリングシート」をもとに副首都推進局で作成

「医療施設（病院・診療所で内科または外科を有する施設）の徒歩圏（800ｍ）の人口」÷「市町村の人口」×100（調査年度：2014年度）

・GIS上で、生活サービス施設（医療、福祉、商業施設、交通機関(駅、バス停）を中心に徒歩圏（800ｍ、但しバス停のみ300m）のバッファを生成し、バッファと重複する人口メッシュデータの重心について集計し、徒歩圏内の人口を算出。全人口に対する徒歩圏内人口の割合を求めることで充足率を算出したもの。以下のスライドも同じ。

　　　



（３－⑨）日常生活の利便性（「福祉」サービス徒歩圏（800ｍ）内の人口割合）
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「福祉施設（通所系・訪問系施設及び小規模多機能施設）の徒歩圏（800ｍ）の人口」÷「市町村の人口」×100 （調査年度：2015年度）
出典：国土交通省「都市モニタリングシート」をもとに副首都推進局で作成

　　　（３－⑩）日常生活の利便性（「商業」サービス徒歩圏（800ｍ）内の人口割合）
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出典：国土交通省「都市モニタリングシート」をもとに副首都推進局で作成

「商業施設（専門・総合スーパー、百貨店）の徒歩圏（800ｍ）の人口」÷「市町村の人口」×100（調査年度：2014年度）



　　　（３－⑪）日常生活の利便性
（「公共交通」サービス徒歩圏（駅800ｍ、バス停300ｍ）内の人口割合）
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出典：国土交通省「都市モニタリングシート」をもとに副首都推進局で作成
「鉄道駅から800ｍ圏、又は、バス停留所から300ｍ圏内の人口」÷「市町村人口」×100 （調査年度：2016年度）
（鉄道駅、バス停留所ともに、「30本/日以上」のサービス水準を有するものを中心に算出）


こうした資料から、意見交換会では、

○ ３大都市圏を比較すると、東京に比べ大阪は鉄道混雑率が低く、輸送人員の低下が人口動態的にやや課題であるが、ウェルビーイングに繋がりうる快適性という点では、他の都市圏に比して有利になっている。

という意見があった。また、京都都市圏や神戸都市圏との関係においては、

○ 通勤割合では、京都や神戸は別の都市圏となるが、地理的には連担している。また、経済的な観点から事業所等の集積を見ると大阪が突出しており、関西、あるいは西日本の中での経済的な循環を考えるうえで参考になる。
○ 大阪、神戸、京都で、それぞれが別の都市圏を形成している関西の都市構造は、災害リスクの面からは一つの強みといえる。

といった意見があった。

副首都の圏域について明確に規定するまでには至っていないが、大阪都市圏は、京都都市圏や神戸都市圏と連続し、経済的なつながりが深く、将来的に、これらの都市圏が連携し一つになることで、より大きな力を発揮できる可能性がある。


～福岡地域戦略推進協議会の取組～

2025年８月14日に開催した意見交換会では、福岡地域戦略推進協議会（以下「FDC」という。）のディレクターの片田江由佳氏をゲストスピーカーに迎え、行政区域を越えた広域連携の取組について議論を行った。

（FDCの大きな特徴）
　　　-　都市圏の成長戦略の策定から推進までを一貫して行う「Think＆Doタンク」
　　　　 （成長戦略を掲げ、提言して終わりではなく、それを実行）
　　　-　産学官民が一体となった法人格のない任意団体
　　　　 （民間の事業性と官の公平性や政策的な担保を同時に確保）
　　　-　17市町福岡都市圏を活動の単位（プロジェクトに応じ九州域内外地域とも連携）
　　　-　事業性のあるプロジェクトを行うプラットフォーム

　（具体的な取組例）
　　　-　都心がブランニューしていくと、都市圏の経済もより強くなるということから、福岡市と都心再生戦略を策定し、その具体的な施策（天神ビッグバン）の推進にあたっては、福岡市との共同提案により国家戦略特区の指定を獲得
　　　-　福岡都市圏にはないような産業集積のある都市と連携することで、イノベーションを生み出す人材を引き付けるなどの可能性があることから、福岡都市圏に隣接した筑豊都市圏の中心都市である飯塚市に対し、産学官民によるブロックチェーン技術の推進に必要なビジョン、実装部隊の構築の支援

片田江氏からは、「（各地域の）点での取組を、より広域的にそれをプロトタイプとして広げていこうという視野で取り組んでいる。」、「『官』のコミット、『民』のコミット、そして首長のリーダーシップによって、福岡都市圏の社会課題解決が様々にできているところがあるため、通常の経済団体にはない領域まで踏み込んで活動している。」と説明があった。

これに対し、意見交換会メンバーからは、
○ 全体として活動が合意に基づいた『民』の論理で貫かれている。合意ができたところでモデル的に事業をやって、それが良ければ他の自治体、企業も入ってくるという形で行われており、だからこそものすごくフレキシブルに、かつ先進的なことができている。
○ （福岡と大阪とで都市構造が異なるので）民力に依存する緩い、柔軟な合意形成の仕組みは学べる一方で、イニシアチブの取り方の構造の違いは念頭に置いておく必要がある。
○ 自治体では、地方自治法上の広域連携にない、民事契約で事務委託や共同事務を行うケースがある。許認可など強制権を含む事務には地方自治法上の根拠が必要だが、施設の共同設置などは民事契約で可能。そこを存分に活用しているのが福岡だと思う。
といった意見があった。
4
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中心都市  下記 (1) ～ (3) の順に絞込みをかけて抽出する。     (1)DID 人口１万人以上の市町村を中心都市候補とする。      (2) 他市町村の郊外となっている市町村は除外する。     (3) 相互に通勤率が 10 ％以上となっている双方向通勤の場合には、通勤率が大きい方を小さい方の郊外とする。  

郊外市町 村  中心都市に対して、下記 (4)(5) を満たす都市を「郊外市町村」とする。     (4)  中心都市への通勤率が 10 ％以上の市町村をその中心都市の郊外市町村とする。     (5)  同じ市町村が複数の中心都市の郊外となる条件を満たす場合（＝通勤率が 10 ％を越える中心都市が２つ以      上存在する場合）には、通勤率が最大の中心都市の郊外とする。               通勤率＝市町村から中心都市への就業者÷当該市町村に常住する就業者 ( 但し、就業地不詳は除く )  


image2.png
SRRERTIE





image3.png
O ABREHETE. ARARCHHOEN. EARZERLICAO0HBAULELEOTASHY B,

0 ZHEHHETE. EEEHDENE. AD0AARBOHENAS < ZELH6H D,

O RREBAB TR, FREDEFN, WBATE LU TEETCIVEH., FETREBRDTEREIER THY.
1005 ANEBZ ZTNEEEFET 5.

ABRERTE BLERTE

T
“‘. r”t‘«‘
vy “

AOSkehitix

XACEEFX
TERIE LT AO#E
MIFHFOX— IV
7294, 000 AL L DEX
B ENTEEH D

FEATECBHE]
LT rEnsoniszL
7D AOHESSH
EHFICS, 000ALLEES
9B (NI
IU7NIE,





image118.png
O FRIOF VIV RABPERTA TR T L. CUDTRRETETREENE< 16 0%A. &l
- E#METI 30%A, ARMHETE] 20%EERo TS,
O KIRESTHETE, thoBhEe R0y, SxABORMNAMETIREETSHY . B2 IDEBREAES |
T 3HMBEORTORMEIREEBEOTND, |
O FEERTECTE, MEABOEMIOHEL TRZNEERLTSY, BHEIMETERICSH S, |
O RRESHETE #EABDEMICH L TERADERATMEVNOVTES T BHENBLEZYL |
. TLa. |
(%) SCICWS MRMER) (& SWHERAORISHESCEBGEMEXY > TARLEZENOTSY . BHENOEREHRAEL

Ca
Lot ) —_— L EME %) *EE 3 1EM
------ CWEN (R : BRSFRE=100) KEE 2 0RM

——  CWEAR (R BRS0FE=100) A4EE 8sEM




image22.png
ERE (%)
WS (k- MASOEE=100)
——  HEAA RN BROFE=





image23.png
ROBMTAANDBEHENEN RS T, IBHENOTHENICHREY SEMEOBIEROPME (%) |
ERBE, AIRBHE TR, KRHRURBARTINAE. TNSEECIU P THHEEHROTUVS |
A SR TIER20~309 B E PR O TN S, .

O EEEHHECTE, 20040 5302E0OTERANEEL T3, ;
O RESHETIE. EFOHD05EDSEOARISESRENR B> THY., KRIRADBHENSL |
L BFRIHINZB,. i
(%) P EIE. BEZASTTDIRFICAINZESICHARICSZT-INENZ &





image24.png
O BEEMOTIEE (nisnky) & ARESHE TR KRBTSR TRHICE< . EARCEERERES |
L BREICERHDMAEHAEN D TS, i
0 ZHEHHETRE, FEETRLHTEEV, BAMTED 2EHE LY BEVMEEEROTND, |
0 RREHE TR, HHRDSELOMARICEMESAATRLTHY, SEBR, FE. TE #RIeL |
L IZBVTE, HoHBHE LY EEMIREOTERMNE< AL TS, :

8,000,000
4,000,000
2,000,000
1,000,000
500,000
250,000

&) xifE




image25.png
O EEMOFIME (i Y) 1, KERESHE TR KARTH O TREE<. SERERET. AEMA |

L ETEPOEHOMEEE RTINS, » |

O ZEEHHEICAVTE., FHEETPOMIIREE<. TORATOCEHDMEHE RO TS,

O EFHHE T BEBSETE\MESHEE RS> TS, |

' Fziz. FRIXHASEOAPRICERMEEERDMLTHY ., SEMKX, BFE, TE. #HIICSVTESL
M ENLEREIC2F L TS, |

2,000,000
1,000,000

500,000
] 250,000




image26.png
_____________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________

EI:I KIRERTETIE, 300AMADHENAS <, EARO—BPEIERSEN. A=h. RRRERHE |
| TA0AMENS600FAANTERNRS NS, &z, o 2HBHEE FRRY ., ALEHNSHENS |

i FEATEICER D TURL,

|0 BEESHETRE. REEHEEIHO—HTI0~5005ME EREB< BTV S, |
|0 RREHECIE. 400FMA EOTEMALERCEA > THY, BICHOBITOVTIE. 1FARE |
| #B23KtRE5Nn3, |





image27.png
(B (WHRoD) SR

FNTNOHHBICDOVT, —AHYERAEICHY 2ESTHEEOBEGREHAD L. RRAHE T
LIROES 1E. AREHECZEEHTE LW EAREIL<, FHMEENLVE<RZMER, £ AU
BHAE CTh o TH. MREHIC &> TEBHMEICATRENEL T D,

QBEHEHR

750, 000

500, 000

250, 000

(B4 (FfoD) BEdiR

0
2,000
750, 000
500, 000

250, 000

0
2,000

y = 81.711x - 183215

sy AP b

et TA megn xEn AEST

FRM

3,000 4,000 5,000
—ABRURBAG RAFE) (FM)

Yy =236.3% -

hER o 2BE
X

I (6}
IR -

oy el

3,000 4,000 5,000
—ABRYRBAG RAFE) (FM)

6,000

o
AER  JAUE 0 minkm

6,000

(B4 (D) B

750, 000
i3
=
B
2 500,000
R
2
% y = 91.095x - 239393
= 250,000
8
0
2,000 3,000 4,000 5,000 6,000
—ABEYUFEAE RIFR) (TA)
=MHEDENRE (GFICENAEVEEFSE)
3,000,000
O sxREHE O
250000 | zamaE
X
200,000 A NEITE o
RRE
1,500,000 aix .0 omex
1,000,000 A%Eo\%‘%ﬁjﬁ

500, 000

PrmEax
] - D~OIFCDFEERT .
ARET | Rl Eat)

st

0 -
0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000 14,000 16,000

—ABRYRBAG RAFE) (FM)




image28.png
(BH  (@moD) BEdR

APRERTE B e EERTE

750, 000 750, 000
£ &
£
& £
7 500,000 = 500,000
2 5
z E3
% e y = 81.71x - 183215 % y = 91.095x - 239393
= b:iic) T FE
250, 000 A g REn A 250,000
& Fer i £
Fh -
AT
RRM
0 0
2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000
—A\BEYUZHAE RIFE) (FA) —A\BEYUZHAE RIFE) (FA)
QR EHMHENDERE (FICENRATVEGST)
750, 000 - 23,300 - 686654 3,000,000
HEE o #BE & O wR#TE OFftiix
@ =
. 2;5 xgt FUE o mam % 2,500,000 : P—
500, 000 sEK o £ 2.000,00 PN oBE
5
£ 1,500,000 HRE o
g ﬂlll% w® O%aK
& i
250, 000 I onan E 1,000,000 #E O .ﬂ{g‘;
500. 000 ‘&Tﬁfﬁ - O~GRCOBEETT,
iR %ﬁiﬁ D GRRMRIEEN ESD)
0 i 0
2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 02,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000 14,000 16,000

—ABRYRBAG RAFE) (FM) —ABRYRBAG RAFE) (FM)




image29.png
O LWINOHHBEICS VW TERTELATRESEAOSGEE .

(%)

90
75

B3 &Ml





image30.png
O ARREHE TR REARO—BEEEREET. BEM. EEH. FAH. RERTRETERSEAD |
L EEAE<EO TV S, i
0 EEESTECE. EEETEAMERGT) PTRVEIE RO TS,
O RRHBHEICHVTIE, D 2HMHECLERD & FRIXRTOERSEAOEAENPRELS. RADTFE |
. BRICSVWTEVEISEOIU PHEN DTS, i

RERHTHE

b (%)
0 Ok 90
km 75
\} 50
0 40k
L S —





image4.png
(38)

-0
-20
-30




image31.png
§|:| ABREHE ClE, ARiE bR, REPARR, SERERET. ERHEF CRSEADSIGHFICEV. |
(0 ZHERHECHE. FEETECATZEEC I 7 TRVEIGER> TS, ;
{0 RRERHHEICHLTE. BIRTEICEVEEG SR> TS EN. BESEKICHZ > THENSWTY |
i THhERS TS, '

____________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________

(%)





image32.png
§|:| ARZBET—ER (BRXIF/NRE) OFESEAOEISIE. WINOHBHET R MH TRIZE.
i FR. RRETETIE. BATEIN%EBZZE VI PHALEREICAFH LTS,





image5.png
& &
oW
N

e
c

[

BINTBTHC
FREHE

%

=

<
EBREVEVTERAS <. AONMEINY 5&

&)
AEEERHE

GRS TLVS,

WTRETHAY
ABRERTHE

0 S2EESPERURRSHETE. ADEOE

O ARGHETIE, 20 2 HHEICL THOBHOADHSENE< . 3





image6.png
(%)

-10
-20
-30




image7.png
{0 WENOFBHBICSVTE, POHMHIFBRBMAOLENSVA, ARBHERUAEEHHETIE,
P OO EBR THEATVWT U PHEN > TV S, ;
|0 RREME TR, BEHOSVEFEN., FETREORAOBBTEESH. KEDI 7 THEMN0 |
PRE (BREOEEBE) SRoTW\D, Ffo, BHIREERCHENOLENRIE< D >TEY, F |

BIXADEE - BEAODKSVEFNSIHNZ B, i





image8.png
(%)

120
100
90




image9.png
RBREBTHE Tld, KPR EALABR, REPAME S T2ETFT (59.5%) ZBA TS, |
ZHEHTNE T, FHETMEREMmEET I 7 TR2EHIERBAI TS, |
RAHME T, O 2#HEICLEL T, 2EFILUEOT U PHENY | FHIR KU EOBHEHO— |

oono

B CIX65%U EER DTS,





image10.png
(%)

65
60
55




image11.png
O KIRETHECRREBHEIL, 52 REXDESGHEETIIL Y OOES, 53 REREDEEHPRE,

0 ZHEEHHEE. £ 2RERDIENEETILYPPEL, EIRERDEIGHPPEL,

1,200,000

1,000, 000

800, 000

600, 000

400, 000

200, 000

HHERISERAE

0% 3REE
05 2 RES
nEE | RES

B59, 27

ARREPTIE

73,094
453

40, 257

383

BEEENE RRERTHE

(2EE)
BURESR  42,442FB%M
SBRER  899,617FHM
BIREH 4,213,988F#

HMiERIEEARH (F1E)

100. 0%
9. 0%
80.0%
70.0%
60. 0% 83.0% 80.3% 84.9%
50.0%
40.0%
30.0%
2.0%
10.0% 16.9% e Y R 1495 R
0.0%
KEERHE BHERHE RRETE
B REE  eFE2REX  OE3IREE
(0.8%)
(17.4%)

(81.7%)




image12.png
, 200,000

, 000, 000

800, 000
600, 000
400, 000

200, 000

SRR ST

0% 3REE
05 2 RES
nEE | RES

73,004 40,257
a3 OB 353

ARREPTIE

BEEEHE

RRERTHE

100. 0%
90. 0%
80.0%
70. 0%
60. 0%
50. 0%
40.0%
30. 0%
20.0%
10. 0%

0. 0%

HMiERERERE (FIS)

KARERTIE
0% REE

BEEENE
0% 2 REE

RRERTHE
0% 3REHE




image13.png
%W&%BFE'C“I&K ARRMTZEALGIC, RTCREAR. tAR. SEREETEE(CEHEMOERNIL

. > TS, !
0 EHEHHE T, FhEMZERLICEEMNERL TS, :
RRHBMETIE, FRXITEBH TERVWEEMOERNA 5N, T, BEfmv)IET., *L\fiﬂifr
ICEBEMOERNH#S5ND,

= e
32,000
8,000
2,000
500
125
EEH

384,000
96,000
24,000

6,000
1,500





image14.png
;Bﬁ&iﬁﬁ@"@li\ ABRHZEFGIC, BATCRBAR. bAR. SEERBIET. AEMREICEEMDE
ENH Do |

0 ZEREGETE, ZEETERLCERLTIS,
| RRHATETIE. FRXICHS TEVWBEMOEBENAH SN D, Fio. BERYIIEHT, TUVeEf.
FEDEI O BETOERNH SN S,

____________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________

B | EEEHTHE |

= e
&
0 0)
EEH

1,280,000
@ 320,000

80,000

20,000

o 5,000

0 : x





image15.png
O ARETECEEESHETIE. BOEHICEERAEEL TS,

O HEEHHETR, BRIKICE) CTEL\BEROERIH 5 N5, BEHEICEELROERIH5NS i

M DB U TRBIRADEBNIEL > TLV D,

____________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________

B

TEREH

512,000
128,000
32,000
8,000

- &
] 2,000

0K





image16.png
O KIREMETIE, ARMICEEMAERL TLBE0 ., FHORBAR, AR, SEREET, A |
- TRCICEERENS B, i
0 ZEESTECE. SEETERLCERLTVS,

RRETEICDVTIE, FRIXICHBS) THVSBEMODERENHS5ND, . BETPIVzFMR. T |
Y| BEFRDE i

B

TEREH

128,000
32,000
8,000
2,000
500





image17.png
.................

CEBEMOE

[
=

2

EX
R

ful

BEEMP IV

[N

BEXEFNEEL TS,
AEEERHE

[

BHTE L DEXFROEEN LD, K12

[

ABRERTHE

ﬁmﬂ$§@%ﬁ5ﬂ$§Fﬁ\¢®ﬂ$l
X

O RAHEHEIEES





image18.png
O S|EMBUCMREBREERIC. BEMREY (1>o@mic1 >0BEm) &4 71 ZZ0EY (1 >0miciEs
0FERF) DRTEHDE. WITNOEFHEICH\TE. POSHICEIHENZ .

O CO55, BEMEYIE. RRETHEE KREHE THOIHA SBYHEOZ VT ) 7OLAYHRKSE
(AN

C '~( E 4

22 e

o soonias
=UH)

SRR N A UM
FTRBN AU





image19.png
O BEROEY (1 SoryicEsossm) ONHEHDE. WEFNORHEE. DOHHICEENS LN,
BEMBEMOA T4 R2DBMD LS 2. BYEOZVWIT 7OEAY IERESNR, ;

o

= | (500nias
o | =Y





image20.png
0 ARREBTHEITIL. ABRMICHHEL T—EB30%LL EDOTAH DN, RREMEICLEAD S[REM, Fiz. |
P 20%AOWENFARTASECIEARERAMICRED> T B, |
|0 FEEHHEICDVTE. 30%LULOTHENIREN TH DN, FHETN SRLARICEENHTHLT
AT |
|0 ERHEHEICOVTIE, 40 2 BHEE BaY . BRIROBETORTTI%AXIZN%EDEVEIE |
P RO TS, Fey FRIRDSELMRICEIENDTEL TS,





image21.png
O FRIOF VIV RABPERTA TR T L. CUDTRRETETREENE< 16 0%A. &l
- E#METI 30%A, ARMHETE] 20%EERo TS,
O KIRESTHETE, thoBhEe R0y, SxABORMNAMETIREETSHY . B2 IDEBREAES |
T 3HMBEORTORMEIREEBEOTND, |
O FEERTECTE, MEABOEMIOHEL TRZNEERLTSY, BHEIMETERICSH S, |
O RRESHETE #EABDEMICH L TERADERATMEVNOVTES T BHENBLEZYL |
. TLa. |
(%) SCICWS MRMER) (& SWHERAORISHESCEBGEMEXY > TARLEZENOTSY . BHENOEREHRAEL

Ca
Lot ) —_— L EME %) *EE 3 1EM
------ CWEN (R : BRSFRE=100) KEE 2 0RM

——  CWEAR (R BRS0FE=100) A4EE 8sEM




